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	【次第】
１　開会
２　東京大学高齢社会総合研究機構からの報告
３　活動テーマに基づく取組結果の報告
　　今年度の活動テーマ　
　　地域関係団体と連携して，フレイル予防の取組を推進する。
　(1) 認定栄養ケア・ステーション柏市連絡協議会　中村委員
　(2) 手賀地区社会福祉協議会　小野里委員
　(3) 柏市在宅リハビリテーション連絡会　西田委員
　(4) かしわフレイル予防サポーター連絡会　中村委員
　(5) 北柏町会副会長　小齋委員
４　委員によるグループディスカッション
　(1) グループディスカッションの流れ等に係る説明（健康医療部）
　(2) 委員によるグループディスカッション
　　　ディスカッションテーマ
　　　・　活動テーマに基づき，どのような取組を行ったか又は今後どのような取組を行う予定か。
　　　・　団体同士で連携して活動する上で良かったこと，大変だったこと及び今後連携するために大切だと思うことは何か。
　(3) 各グループの発表
５　アドバイザーによる総括
６　閉会

【議事】
（高橋座長）
　この会議は，フレイル予防に関連する健康づくり事業の効果的な連動と地域を基盤とした市民主体の活動の支援を目指しています。今年度は全体の活動テーマを「地域関係団体と連携してフレイル予防の取り組みを推進する。」と定め，委員御自身が所属する団体以外の団体と連携することにより，フレイル予防の新しい取組を行っていただきました。本日は，皆様の取組の結果を共有するとともに，今後も団体同士が連携して活動していくために何が大切かということについて議論をしていただければと考えております。本日の会議におきまして，地域を基盤とした皆様の活動がより一層活性化し，柏市民の健康寿命の延伸につながるよう活発な議論をお願いしたいと思います。
　それでは次第に沿いまして進めさせていただきます。まず，次第２の東京大学高齢社会総合研究機構からの報告についてです。それでは東京大学高齢社会総合研究機構様から御報告をお願いいたします。

（東京大学　飯島アドバイザー）
　いつもお世話になっております。東京大学の飯島と申します。これから１５分ぐらいお時間をいただきまして，比較的新しいエビデンス，科学的根拠というものがいくつか見えてまいりましたので，皆様に御披露させていただきたいと思います。

　フレイル予防に関する研究及び取組の報告として，私と田中友規先生から発表させていただきたいと思います。毎回この会議でお話ししているかもしれませんが，フレイルという言葉を世の中に出したのが２０１４年です。丸々１１年，１２年目に入ってきて，フレイルの認知度というか国民の認知度は着々とアップしており，ありがたい限りですけれども，知ってもらうだけでなくて，もう一歩行動に移してもらう，そして単に筋トレをしてというだけではなく，多世代との交流もアップしながら，フレイル予防に繋がるということを目指したいところであります。そういうことも含めまして，幅広い視点でフレイル予防研究を進めております。

　＜資料２の１ページについて説明＞
　大きな２つの視点，柏スタディという２０１２年から始めているコホート研究，これは柏住民のお力を借りているものですが，そこからのエビデンスと，全国でフレイルチェックというものをやってますので，この２つの視点から発表させていただきたいと思います。では，田中先生お願いします。

（東京大学　田中オブザーバー）
　皆様，只今御紹介いただきました，東京大学の田中友規と申します。私の方から，こちらを１枚１枚御説明させていただきたいと思います。

　＜資料２の２ページについて説明＞
　こちら，通称「柏スタディ」という栄養と体の健康増進調査事業で，２０１２年からかれこれ１４年ぐらい続けている研究です。この研究は，地域にお住まいの高齢者の方々で，どんな方がフレイルになっていかないのか，そのポイントは何なのかだとか，なっていきやすい人を早めに見つけて対処していくためにどのような項目が重要なのか，例えば，指輪っかテストなんていうものが出てきて，全国，世界的にも活用されております。こちらは２０１２年から２０２５年まで８回の調査を行っておりまして，対象者は総計で１万人を超え，３，２２６名の方のフレイルの兆候を見てきた研究です。特徴としましては，２００項目を超える多種多様な測定項目，特にこの食力という言葉がございますが，食べる力，栄養や体，口腔とか病気の問題，社会的な問題まで含めて様々なものを多面的に評価して，時系列的にずっと追ってきた研究でございます。もちろん御高齢の方，御参加いただいた方並びに柏市民の皆様に対して右側の調査結果のフィードバックも行ってきております。

　＜資料２の３ページについて説明＞
　柏スタディからは，多種多様な研究成果を出させていただいております。そのうちの一つとして，フレイルになっていかない方，フレイルではない方の特徴としては，日常生活で栄養，食と口腔，そして身体活動が活発であり，社会参加，ここでいう社会参加というのは様々な活動と支え合いとか，人との繋がりも含めた総合的なものですが，この栄養と身体活動，社会参加を３つともやっている方ほど，フレイルになっていかないという結果が既に出てきております。今回，新しい視点としまして，内在的能力，こちらはフレイルになったならないというよりは，我々一人一人の体の中にある様々な機能，左側にございます，移動の能力だとか認知能力，そして精神的な力と，栄養状態，ここではバイタリティと訳されていますが，あと見え方・聞こえ方といった感覚機能，こういったものが下がっている方ほど，将来フレイルになっていく可能性があるというところが，実はＷＨＯから提案されております。こういった５つの領域から見たときに，この下にある三位一体，栄養と身体活動，社会性というものを全てやっている方というのは，この内在的な能力も高いのではないかと思いまして，それを解析したのが右側です。高いほど内在的な能力がよいというような見方をします。左側は栄養と運動と社会参加を全てやられていない方，我々の定義でやっていない方と比べますと，１つ実施，２つ実施，そして３つを全てやっている方，やっている数が多いほど，当然ながら内在的な能力は高かったんですが，やはり栄養と身体活動，社会参加というのも全てやられている方が１番よかったというような結果でございます。もちろんフレイルになっていく・いかないだけではなくて，我々の体に潜んでいるこの内在的な能力も高かったというものになります。ですので，健康長寿に向かいましては，その三本柱を整えていくことが引き続き重要であるという結果です。

　＜資料２の４ページについて説明＞
　柏スタディに関しましては，どんな方がフレイルなっていかないのかだけではなく，フレイルになりそうな方を見つけていく，そんな指標というのもかなりチャレンジをしています。先程申し上げた指輪っかテストしかりですね。そのうちの一つとしてピンチ力，親指と人差し指でつまむ力になります。この力が元々強い・弱いというのが，サルコペニアやフレイルとの関係というのを指摘されていたんですけれども，例えばこの左側の写真にあるような厚紙みたいなものをつまんで，引っ張った時に引っこ抜けるのかどうかを「紙つまみテスト」なんていう風にさせてもらいましたが，これをやってみた時にできる方とできない方でやはり親指の力のピンチ力というのが差があったというのが結果でございます。こういったことから，どこでも，通いの場でもできるこのようなテスト，御自宅でもできるようなものというのが，実は腕の力若しくは筋力の指標のピンチ力を予測するような，そんなツールとしても使えるのではないかというような形で，私の後ろにおります呂先生が論文化してくださっております。

　＜資料２の５ページについて説明＞
　こちら少し難しいものになりますが，結論は上に書いてあるとおりです。推し活，皆さん御存知でしょうか。例えばアイドルだとかスポーツ選手とか，個人とかでもいいんですけれども，誰かを応援するような活動になります。これは，コンサート行きましたとかは当然ですけれども，御自宅とかでテレビを見ながら応援とかも含まれるものです。柏スタディの方々に対して，推し活って健康づくりにいいんじゃないかというような仮説のもと，では，どんな方が推し活をしているのかというものを見てみたのがこちらになります。まず，推し活は左に１番から６番まで数字がございますが，昔の幼少期の体験があって，そして推しに出会い，参加していき，それが社会的な交流に繋がっている方が多かったという，御家族しかり，友人若しくは同じファンとの交流が生まれ，その結果として５番・６番，ここがポイントになってきます。やはり生活改善になったり，心理的な充足，いきがいなんてものに繋がってきたと言われています。推し活というものがすなわち健康づくり，フレイル予防の入口になりえるのではないか，この右上の漫画みたいなものの上に書いてあるものが，推しに会いたい，推しみたいになりたいがやらされないような健康行動を育むのではないかという結果を出させていただきまして，論文化してございます。

　＜資料２の６ページについて説明＞
　柏スタディ関しましては，これ以外にも様々な研究成果がまだまだ出てきておりますが，またこの会で御紹介できればと思っております。そして，柏スタディの最大の成果としましては，このフレイルチェックではないかと思います。こちら既に全国の１０６の自治体，北は北海道から南は沖縄まで展開されております。こちらの御紹介自体は割愛させていただきますが，この黄緑色のＴシャツを着てくださっているフレイルサポーターの方々が住民同士でフレイルの兆候を赤信号とか青信号とかをつけるような形で自分ごと化していくような，協力と気づきのツールになっています。

　＜資料２の７ページについて説明＞
　フレイルチェックに御関心のある方は，柏市でたくさんやってくださってますし，様々な資料がございますので，市の方等々にお問い合わせください。先程も出てきてまいりましたが，フレイル予防に関しましてはこの栄養，食事やお口，身体活動そして何より社会参加，繋がりや地域交流，支え合いといったものを整えることが重要だということを申し上げさせていただいておりますが，では，これが全国規模でどうなったのかというのが新しい結果でございます。

　＜資料２の８ページについて説明＞
　フレイルチェックに関しましては，実は５０歳代くらいの方もちょこちょこ参加してくださっておりまして，もちろん６５歳の前期高齢者，そして後期高齢者の方も数多く参加してくださっております。こちらは栄養と運動と社会参加，栄養をフレイルチェックの評価基準でやらせてもらうと，全国だと７０％以上の方が食に気をつけてくださっている。身体活動もフレイルチェックのテストを５６％ほどの方がやってくださっていて，社会参加も５５％，半分くらいの方がやってくだっています。これら３つを兼ね備えた三位一体をやっている方の割合は，全国を平均しますと２７％，３人に１人が３つ整えています。逆に言えば，３人に２人はまだ整いきれてないということなので，まだまだ三位一体を啓発していくことが重要だと考えております。この三位一体，実はやってない方の方が総合的な介護リスクが５．５倍も高いということもありますし，サルコペニア，筋肉が減っている状態も高いという結果が出ています。では，全国を年代で分けてみると，５０代から６４歳，一番左側の方が１７．４％で一番低いというような形で，その方々が将来高齢者になった時が危ぶまれるので，より早めの三位一体を整えていくことも重要かと考えています。ただ，後期高齢者に関しますと，特に県の違いというのはかなり浮き彫りになってきやすく，県の土台違いというのがかなり影響してくるのかなと思っております。ちなみに柏がどうなのかと言いますと，色が濃い方がやれている方が多いというものですが，実は千葉県自体は一番上の部類ですね，よくやれている部類になっていまして，全国３番目くらいにやられている方が多いという結果で，柏市に関しましてもかなり多く，やはり日頃の栄養・運動・社会参加の推進がこのような全国規模のデータ，そしてその比較からも効果が少し見られてきているのかなと考えています。

＜資料２の９ページについて説明＞
　では，全国を見たときにサルコペニアの状態はどうなのかというのを少しお示しさせてください。実は２０２５年にアジアの基準というのが変わりまして，５０歳代からの基準というのもできるようになりました。ですので，実は５０歳代からのサルコペニアの割合もフレイルチェックでちゃんと判断ができるようになりまして，全国規模だと５．７％，そして高齢者全部合わせると約１０％なんですが，やはり前期高齢者がまだ少なく，後期高齢者がやや多いという結果でございました。柏市に関しましては，下から２番目に有症率が低い，つまり少ない方だというような，全国規模で見たときにフレイルチェック参加者の中で筋肉が減っている人が少ないという傾向がございました。このような形で，全国規模の比較からも，柏市の得意なところと弱点みたいなものがあれば，今後このような場で御報告されていただければと思いますし，何よりフレイルチェックのような地域の現場で非サルコペニアのある程度の診断ではないですけれども，判断がよりできるようになったことが非常に強みかなと考えてございます。そのようなことが様々な切り口で出てきておりまして，全国を比べてみて，最後のスライドに行きたいと思います。

＜資料２の１０ページについて説明＞
　このような形で全国のフレイルサポーターさんが活躍してくださっていて，全国と比べて柏はどうなのかとか，全国の特徴，全国の良し悪しを逆輸入できるような形の土壌というのは整ってきております。様々な柏の強み，課題というものも見えてきておりますので，この場で共有してみんなでディスカッションして，よりよいストップフレイルに繋げていければよいかと考えてございます。

（東京大学　飯島アドバイザー）
　ありがとうございました。私が短めに一言だけまとめたいと思います。まず一つは，ちょっと難しい言葉ですけれども，潜在的な能力というのが３枚目に出てまいりました。これ，我々で専門用語でイントリンジックキャパシティ，ＩＣと言ってる訳ですけれども，ただし，潜在的な能力というものだけで全て決まるわけではなくて，ベースに持ってる個人の特徴ということですね。それを踏まえて機能的な生活がどう出来るのかっていうところをうまく演出してあげる，してもらう必要があると，そこには環境の要素も入ってくるということがあります。もう一つは先ほどアジアのという風に言いましたけども，筋肉の衰え，サルコペニアと言いますけれども，これの診断基準っていうのは，ヨーロッパからリードして作られてきたものなんですけれども，人種差というのは非常に大きいということで，やはりアジアはアジアのデータだけでガイドラインを作るんだということで，かなり以前から我々は作っておりました。台湾とか中国，韓国も含めて，多くのアジアの国で作ってまいりました。今回，昨年末，２０２５年１１月にリリースしたものが，５０歳からもう顕著に落ちている人たちはかなり多いんだと。すなわち，フレイルも含めて，とかく６５歳以上の高齢者からと言われがちなんだけれども，全くそうではないのであると。もっと一歩，二歩手前から結構な傾きで落ちてきていると，より早い段階から意識してもらった方がいいよねということで，それを数字を出しながら語ったものがこのＡＷＧＳ２０２５というものであります。
　最後に，柏市様においては，柏スタディを１４，１５年やらせていただいているということと，そこに柏市様の持っているデータベースも提供いただくからこそ，立体的な大きなデータベースを構築して解析できていて，本当にありがとうございますということと，全国のフレイルサポーターさんの活動というのがありまして，柏市は発祥の地でもあり，また，今現在であっても，日本で一番のフレイルサポーター活動の実施数であったり，参加住民の数だったり，ずっと日本を引っ張ってくださっているということですね。あとはフレイル予防のポイント制度とか色々戦略を出してくださっているので，我々東京大学の方も特にＩＴ，ＡＩ，テクノロジーそういう分野ももっとこれから踏まえて，フレイルというものをウェルビーイング，いきがいというものをボトムアップできるフレイル予防ということで進めていきたいなと思っております。以上でございます。ありがとうございました。

（高橋座長）
　ありがとうございます。飯島先生，田中先生，フレイル予防に関する治験の御報告ありがとうございました。続きまして，次第３の活動テーマに基づく取組の報告に移りたいと思います。まず，認定栄養ケアステーション柏市連絡協議会の中村様からお願いできますでしょうか。

（認定栄養ケア・ステーション柏市連絡協議会　中村委員）
　こんにちは。いつもお世話になっております。認定栄養ケア・ステーション柏市連絡協議会の中村と申します。今年度は他団体との協力ということで，手賀地区社会福祉協議会副会長の小野里様から御依頼がございまして，手賀沼地域のサロンの立ち上げに協力いたしました。詳しいことはこの後お話しいただくので割愛いたします。
　次に他職種向けに，柏市内介護事業者，在宅医療関係者向けに来週２月１８日（水）１６時から１７時半まで，パレット柏にて栄養から見た防災対策ということで研修会を行います。その資料が４と５，５はチラシでございます。パッククッキング等も実際にやりまして，それを試食していただいたりとかいたします。あと柏市危機管理部防災安全課の方にも来ていただきまして，柏市の防災の備え等についてのお話をいただきます。あと，日本栄養士会災害支援チームＪＤＡ－ＤＡＴというのがあるんですが，そちらの活動についてもスライドで御説明をしていきたいと思います。今回，栄養管理防災対策というのが初っ端になりまして，２０２６年度は，この研修会を市民に向けても行っていきたいと思いますので，他団体の方のお申込みをお待ちしております。以上です。

（高橋座長）
　中村様，ありがとうございました。続きまして，手賀地区社会福祉協議会の小野里様，よろしくお願いいたします。

（手賀地区社会福祉協議会　小野里委員）
　手賀地区社会福祉協議会の小野里です。
　私からは昨年中村先生に御協力いただいて行った，ふれあい喫茶についてお話ししたいと思います。
　スライド２を見てください。まず，手賀地域の現状と開催するに至った経緯についてお話いたします。元々，手賀地域は高齢者が多い地域で，今４２％を超えています。農家の方が多くて，消費地も近いため，高齢になっても働いている方が多いです。お米や野菜は自給自足で賄えていますが，低栄養の方とか高血圧の方，フレイルの方が多く見受けられて，要介護状態の方も多く見受けられます。実は，私も４，５年前にフレイルの指摘をされて，本日ここにいらっしゃる中村先生のお世話になったことがございます。低栄養になる理由は多々あると思いますが，高齢になると孤食になったり，料理をしなくなったり，忙しさのあまり栄養のバランスなどを考えずに食事を済ませてしまうようなことが多いのではないかと思います。高齢者の孤食やフレイル予防に居場所づくりがよいということは，支えあい会議や社協の地区懇談会等でも話し合ってきました。でも，手賀地域において食べることとなるとハードルが高く，通いの場づくりはなかなかできませんでした。そんな時，地域のために空き家を提供してもよいという話がありました。支えあいコア会議に諮り，こちらをお借りすることにして，子どもから大人まで誰もが気軽に立ち寄れる場所を作りたいということになりました。本日御紹介するふれあい喫茶は，このような場所づくりを地域の方に周知していただくために開催したものです。
　スライド３を御覧ください。こちらを開催するに当たって，様々な団体や地域の方から御協力をいただいています。地域のコアメンバーと沼南地域包括支援センターの石毛さんや栄養士の中村先生には，立ち上げから指導，今日まで関わっていただき，当日のお手伝いも手際よく指導いただき，ありがたかったです。また，地域の小中学校に伺いまして，校長先生にも話を聞いていただいて，子どもたちにチラシの配布をお願いいたしました。また，道の駅しょうなんや手賀近隣センターにもチラシを置かせていただいて，地域にも拡大しています。何よりもありがたかったのは，空き家を無償で提供していただいたことです。また，その他にも地域の方から座布団の提供や食器の提供をいただいています。
　スライド４を御覧ください。１２月１８日のふれあい喫茶当日の様子です。来ていただいた方にカレーを無料で提供いたしました。それと，ベジミルという機械を使って，野菜の摂取度の測定をいたしました。結果は野菜不足の方が多く，地元が農家であるため，自給自足できるほど身の回りにあるはずなのに，意外な結果でした。最終的には５０人以上の方にお越しいただき，予想以上の大盛況で終わることができました。
　スライド５を御覧ください。最後に，これからの取組についてお話しします。４月からは，栄養について学べる料理教室や他世代の交流ができる大人から子どもまで楽しく食べたり飲んだりできるサロン等を週１回程度開催する予定です。また，市の出前講座を利用し，栄養対策やフレイル予防を進めていきたいと思っています。どなたでも参加可能のサロンになりますので，本日この会議に御参加の皆様もぜひお誘い合わせのうえお越しいただければと思います。次回は今月なんですけれども，開催は２月１９日（木）と，２２日（日）のカレーを予定しています。１９日はのり巻きです。ぜひ皆さんでお越しください。これで発表を終わります。

（高橋座長）
　小野里様，ありがとうございます。続きまして，柏市在宅リハビリステーション連絡会の西田様，お願いいたします。

（柏市在宅リハビリテーション連絡会　西田委員）
　柏市在宅リハビリテーション連絡会の西田です。資料７をご覧ください。リハビリテーション連絡会からは，３つ報告させていただきます。
　まず１つ目がですね，フレイル予防部会というのをリハビリ連絡会では行っております。リハビリ専門職は，生活機能の向上であったり，支援であったりを行う専門職ではありますが，生活の場のことを知っているようで知らないというところもありますので，対象者の方にお伝えをしていくに当たっては，まず自分たちも知らなければいけないだろうというところもありまして，各月ですね，２月に１回程度，他職種の方にお越しいただいて，お話を伺う機会を設けております。１１月には北柏町会の小齋副会長にもお越しいただいて，有意義な時間を過ごすことができました。
　２つ目がですね，講師ネットとのコラボになりますが，資料８の「パレット柏　冬のワクワクフェスティバル」というのを直近の２月８日，雪の中で開催いたしました。内容についてはそちらのチラシの方を御覧いただければと思いますが，フレイル予防のイベント，パレット柏さんと講師ネットというインストラクターさんたちの集まりがあり，そちらの方に専門職として関わらせていただいております。市民啓発であったり，活動の場であったり，そういったところを講師ネットに方々がやっていらっしゃるんですけれども，インストラクターの方々も活動を安心してできるようにということで，勉強会なども行っているというところになります。インストラクターの方々は運動だけではなくて，クラフト等のものづくりの方にもいらっしゃったり，フレイルサポーターをされている方もいらっしゃったりして，これからの啓発活動について色々考えていきたいということでした。　
　３本目になります。新田原の地区社協さんとコラボいたしまして，資料９の「フレイル予防だよ！全員集合」ということで１０月から１２月まで全６回，連続講座を開催いたしました。元々この講座は，認知症カフェをされている方から申込みがありまして，その方が知り合いの専門職それぞれ，リハビリ専門職，歯科医師，管理栄養士に声をかけていただいて４年目ぐらいになります。せっかく始めた講座ですので，せっかく作り上げたものもありまして，そこだけでやるのももったいないということで，色々な地域にお声掛けをさせていただいたりしてですね，６回コースをやっています。今回は新田原の地区社協さんとやったんですけれども，東口の地域包括支援センター，いきいきセンターとも一緒に協力していただいて，新田原で行われたフレイルチェックの後にこの講座をやるような形になっています。内容についてはチラシの方を御覧いただければと思います。今後もいろいろな形で私たちも専門性を高めていけたらと考えております。

（高橋座長）
　西田様，ありがとうございました。続きまして，柏フレイル予防サポーター連絡会の中村様，お願いいたします。

（柏フレイル予防サポーター連絡会　中村委員）
　柏フレイル予防サポーター連絡会の中村でございます。柏フレイル予防サポーター連絡会の令和７年の活動報告をさせていただきます。
　令和７年度も順調に開催され，次のような数字になっております。また，今年度は積極的にフレイルの認知度アップのためにより広く啓発活動を行ってまいりました。令和７年度の状況は，予定回数９５回，１，５７６名と，今年度も多数の御参加をいただいております。また，令和７年度の新たな取組につきましては，啓発活動の拡大ということで，高齢者だけでなく，広く市民の皆様にフレイル認知度アップのために色々な活動の場で，年齢を問わずアピールを行ってまいりました。例えば，柏の葉の競技場でスタートいたします新春マラソン，それからオータムフェア，イオン柏店での催事，柏市民活動フェスタ，ラコルタフェスタ，カスミ千代田店のフェア，アリオ柏店でのフェア等々の会場で握力測定，活舌測定，パタカですね。などを行って，若い人も含めまして４，０００名以上の柏市民の御参加をいただいて，広く啓発活動を行ってまいりました。
　２番目として，千葉県のフレイルサポーターの集いを柏市で開催いたしました。一昨年から千葉県でフレイル予防サポーター活動を行っております市原市，茂原市，富津市，柏市のサポーター，トレーナー，各種職員が今年度は第２回ということで，１２月１日に東京大学柏キャンパス総合研究棟で開催をいたしました。４市で１０４名の御参加をいただき，限られた時間でしたが，各市の活動方法やグループごとのディスカッション等々を行い，お互いのコミュニケーションを深めながら，最後に飯島先生から御講評をいただいております。来期以降も引き続き，柏市民の皆様のフレイル予防にささやかながら貢献していきたいと思っております。以上です。

（高橋座長）
　中村様，ありがとうございました。最後に，北柏町会副会長の小齋様，お願いいたします。

（北柏町会　小齋委員）
　北柏町会の小齋です。まずは町会，自治会の活動の中でよくある助けあい事業・支えあい事業ですね。ここでチラシを出していますけど，日常のちょっとしたお困りごとを御相談ください，困ったときはお互い様，みんなで助け合い解決しますというようなもので，ゴミ捨ての代行をしたりだとか，お買い物を手伝いますよとか，庭の草取りをやりますよとか，色んな町会さん・自治会さんでやっている。うちもそのうちの一つということで，こういうチラシを持ってやっています。助けてほしいと手を挙げる方とそれを支援するサポートの人が町会のメンバー同士でやっていますというような類のものです。その中で，手を挙げられる方が必ずしも社会参加を積極的にやれるような人たちではなかったりすることが経験から感じ取れます。それに関して，特にメインで担当している福祉部門の担当者，ヒラバヤシさんにインタビューをしましたので，音声を共有させていただければと思います。

（インタビュー音声）
　１人目の方に関しては，女性の方です。この方は元々お元気で１人で暮らしてた方なんですけども，脳梗塞に突然なってしまいまして。長期の入院と麻痺が出現してしまって，麻痺は下肢に出現しているような麻痺ではあるんですけれども，１人で暮らすようなことは最初難しくて，施設の方で暮らしてはいたんですけど，リハビリが進んで，在宅でまた過ごせるような状況になりました。ただ，１人で暮らすに当たってサポートは必要になるので，社会保障，介護保険等を入れながら，１人で暮らしている方ではあるんですけれど。最初，支え合いの方でその方のお家に伺ったときは，１人では全然歩くことも難しいし，部屋の中の移動さえもちょっと難しいような状況であったのですが，その方もやる気のある方というか，家で暮らしたいという思いと，自分の生活は自分で頑張りたいという思いのある方だったので，そのような状況でもお一人で暮らしているような状況でした。その方のところに２年ほど通っているんですけど，現在は家の中であれば全然歩くこともできるようになって，庭だったりとか，少し外まで自分の力で歩くようなことができるようになってきました。それはおそらく，その方がリハビリを頑張っているというのも１つだとは思うんですけれども，やはり手術があったりとか入院してリハビリを頑張るというよりも，在宅で暮らしながらリハビリをされているので，より本人のＡＤＬも上がってくる，もちろんＡＤＬだけではなくて，ＱＯＬだったりとか，本人の精神的な面での強みというか，家で暮らすことの強みみたいものがすごいよく出ているなっていう印象があります。なので，本当に細かな支えかもしれないですけど，僕たちがその方の家にサポートに行って，その方が家で安全に，安心して暮らせるというようなサポートを多少なりともすることによって，その人がその人らしく家で過ごすことで，ただフレイル予防だけではなくてリハビリだったりとかにも繋がるんだなっていうのは，僕自身でもすごいなって思うところではあったので，その人が家で暮らすことをサポートできていることが嬉しいなと思うところです。　
　２人目に紹介する方も女性の方で，この方は特に障害もなく，全然家で暮らせる方ではあるんですけれど，腰痛があって，出かけるとすると，近くのスーパーマーケットないしドラッグストアとかにちょっと１人で歩いて買い物には行っている方ではあるんですけど，御家族は旦那さんが数年前に亡くなってしまっているので，一人暮らしをされている方です。息子さん，娘さんもいるみたいではあるんですけど，かなり遠方に息子さんたちが住んでいるので，なかなかサポートが得られにくい中で，支えあいでカーテン交換だったりとか，窓拭きだったりとかに手出しをさせてもらってるんですけど，１人で住んでるとやっぱりそういうところがなかなかできなくって，ここ２年ぐらいカーテン交換だったりとか，窓拭きだったりとかができていなくって，家の庭の草とりとかも，腰が悪いので，その方１人ではできなくて，草もぼうぼうでみたいなところで，防犯上の心配も感じているみたいなんですけど，そういうところに手出しをさせてもらっています。多分，そういうところができなくなってしまうと，その方も家で暮らすことが難しいところもあるのかなみたいな，サポートがないと１人で暮らすことが難しいんだろうなみたいな方ではあるんですけど。そういう支えあいの力だったりとか，他にも社会支援の導入もされてはいますが，家で暮らすことで，フレイル予防というか，腰が悪いけど，それ以上悪くならないとか，あとは精神的なところが一番大きいかなと思うんですけど，家で暮らすことで，うつ病にならないだったりとか，家で暮らせるからちょっと出かけてみようとか，そういうところにもきっと繋がってると思うので，支えあいの意味合いというのは大きいのかな，フレイル予防の意味合いとして大きいのかなっていうのを実感してます。以上です。

（北柏町会　小齋委員）
　まさにフレイルになりそうな方々，積極的に社会参加するような方ではない人と交流をする中で，現場の状況が見えているというか，彼の活動がおそらくフレイル予防に資することになっているんじゃないかなということで話をしていただきました。彼はたまたまそういう立場の観点でも話をしてくれてはいるんですけども，うちの町会に限らず，色んな自治会，町会等でこのような活動しているのは，柏市全体のフレイル予防には少しボトムアップしている可能性があるんじゃないかなということを御報告としてさせていただきました。ありがとうございました。

（高橋座長）
　小齋様，ありがとうございました。改めまして，５人の委員の皆様，御発表ありがとうございました。続きまして，次第４の委員によるグループディスカッションに移りたいと思います。

【委員によるグループディスカッション】

（高橋座長）
　皆様，どうでしょうか。お時間になりましたので，Ａ班から順番に発表の方に移りたいと思います。
　それではＡ班，よろしくお願いします。

（柏市社会福祉協議会　高橋委員）
　Ａ班の高橋でございます。まず，連携の難しさについては，連携しようとする団体同士の思いというのがあるので，この辺りは，思いの違いとか，目指す方向というのを対話をしながら擦り合わせを最初にしていた方が上手いことできるんじゃないかなということと，フレイルの取組に若い人たちがどう取り組むかということも，今後の課題であり，難しさかなというお話が出ました。それから，連携をしてよいところなんですけれども，やはり活動自体が横に広がることですね。あとは，その団体だけではできないことができるっていうところも大きなメリットということです。最後に，今後の連携で大切なことですが，地元，地域組織としっかり連携するっていうのが一点，広報力も含めてですね。それから，何でもできちゃうから何でもやっちゃうと，逆に連携の機会を失ってしまうっていうところもあって，結果的に特定の人だけが頑張らなきゃいけない状態になっちゃうということもあって，色々な人に手を借りたり，声をかけること自体が連携を生んでいくっていう話もございました。あとは，そもそも楽しそうなことやっていると自然に連携が広まっていくということと，やっぱり食を囲むということが，場を盛り上げたり，これを次やってみようというエンジンになっていくんじゃないかという声がございました。以上でございます。

（高橋座長）
　ありがとうございました。続きまして，山本様，お願いします。

（柏市民健康づくり推進員連絡協議会　山本委員）
　Ｂ班の山本です。よろしくお願いします。団体同士で連携して活動する上で良かったことというところで，他団体とのイベントなので，連携することで役割分担がうまくいったことが良かったということで挙げられました。ただ，今後色々な他の地域とかの団体と連携していく上で，どことやるか，どんな風にやるかみたいなことで，ニーズの掘り起こしがすごく難しいというところは課題かなという意見が出ました。それと，健康づくり推進員もそうですし，スポーツ推進員も先程話してたんですけれども，認知度やこういうイベントをした際の周知に関して，なかなか難しいところがあるので，世代で認知・周知に関する課題が違う，ある程度年齢をいった人たちは紙媒体でも全然平気なんですけれども，やはり若い方は今は皆さん携帯の時代です。ＳＮＳとか，Ｙｏｕｔｕｂｅとかインスタなんかを見て全ての情報を得るという方も多いし，家にテレビもないとか新聞も取っていないという方も多いので，そういう方々にどうやって認知・周知していくかっていうことが今後他の色んな団体同士で何かイベントをやるにしても課題なんじゃないかという意見が出ました。また，そうやってニーズを広めていけば，私たちの担い手不足という点も解消できるということで意見が出ました。以上です。

（高橋座長）
　ありがとうございました。Ｃグループの小斎様，お願いします。

（北柏町会　小齋委員）
　連携について色々な話が出ましたが，例えば老人会等，他の団体と連携するに当たっては，その人たちに積極的に役割を与えると取り組んでもらいやすいという意見がありました。他にも，市がやっているワニＦｉｔは高齢者の頭の体操になるのと，ワニＦｉｔに取り組んでいる人は真面目な印象があるので，ワニＦｉｔと地域の団体活動をリンクさせると，そのような層の人を取り込めるのではないかという話もありました。それから，僕たちの班は，前のディスカッションのときに，地域の活動では男性の参加がなかなか少ないよねという話があったんですが，町会やサロンとかの地域住民という切り口での活動については，こちら側からも男性に参加を積極的にアプローチしているし，参加も増えているけれども，一方で，広く一般公募するような活動についてはまだまだ男性の参加が少ないという意見がありました。また，周知方法について，僕ら北柏町会はソーシャルメディア，ＳＮＳを使っているんですが，これが効果的だという御意見もいただきました。一方で，課題の方で言うと，僕たちは地域の活動団体であって，地域の人たちの活動のベースになるので，結構課題が多いというか，負う部分が大きいんじゃないかと思う訳です。それぞれの地域の団体の活動は，とにかくそこをうまく引っかけていくっていうことがあるべき姿になるのかなと個人的には思うんです。地域で人と人が繋がることでコミュニケーションを持つというか，三本柱の中でも社会参加は非常に強いので。さっきディスカッション中に質問をいただいたんですけれども，どれだけの人が地域の活動に巻き込まれて繋がって，さらに，そういう人たちが自発的に動いていけるかみたいなところって，どうしても活動量だとか，繋がりの量みたいなのが大事なんじゃないかなという風に思いました。いずれにしても，地域の活動について，僕らはそういう風に自覚してやっています。行政でやれないようなことを地域はやっているし，行政と違って地域は自由でいいと思っているので，目標だったり，こうしなきゃいけないなんてことはあんまり関係なしにね，先ほど高橋さんも仰ってましたが，楽しくやるのが一番いいんじゃないかなと思っています。以上です。

（高橋座長）
　ありがとうございます。各グループの皆さん，短い時間でしたけれども，各団体の活動を共有できたりとか，その一方で，お困り事とか，そういった話している中で，やっぱり地域でフレイル予防活動をしていく上では各団体の連携も必要だということを感じていただけたらと思います。
　それでは，総括としてアドバイザーの皆様より御意見をいただきたいと思います。本日，時間の都合で飯島先生が早めに退室されるということで，飯島先生の方からよろしくお願いいたします。

（東京大学　飯島アドバイザー）
　はい，ありがとうございます。３つのグループからの発表ありがとうございました。普段から思っているのが，フレイル予防の認知度は増してきましたし，行政の取組とか専門職の取組にもフレイルということが自然に出てくるようになってとてもありがたいんですけれども，単に体が弱ってきたからどうにかタンパク質を食べてもらって，筋トレしてもらって，握力と足腰の力を強めてもらいたいよねという側面に思われがちというのはあります。それだけではなくて，みんなで楽しくとかですね，先程のコメントにもありました，楽しくとか良好な仲間関係の中でとか，みんなでなんか小さなものでいいから達成したという達成感とか，そういう，ヘルスケアでは数字に表せにくいんだけれども，それが原点にあってのフレイル予防であるので，そこをこの会議に参加されている皆さんは十分分かっていただけているので，フレイルの本質はそこなのであると，単に握力の数字が2キロアップしたとか，そういうものではないのであるということをみんなで伝えていきたいなというのが１つですね。
　もう１つは，第１グループからも発表ありました，若い層をどうやって取り込んでいくのかと。これも，子供食堂に支援の方が無理に押しかけていい訳でもないし，ナチュラルな感じで，ふわっとボトムアップの中でやりたい訳ですよね。実際，柏はフレイルサポーターたちの活動が日本一なんですけれども，全国色々聞いてみると，僕も仕掛けたっていうのはありますけど，北海道で大学生フレイルサポーターも誕生しているし，あとは富山では高校生フレイル予防ボランティアっていうのも並行して活動してもらっているように仕掛けてるっていうのもありますし，あと岐阜県中心に全国で広がってきた小学校とか高校生の学校にフレイルサポーターが出前講座に行くということで，いろんな活動のメニュー，いろんな表現形があると思うんですね。これが正しいということはないと思うので，やっぱりフレイルっていう言葉はとかくヘルスケア，健康に関する専門用語風に見えてしまって，それは病気とか体がいっぱい衰えた人たちの話でしょと，僕たちからすればおじいちゃんおばあちゃんの話でしょうみたいに思われがちなところを，いかに明るい地域を作ろうねと，その１つにこのフレイルという言葉があるんだよと，シニアだけの話じゃなくてもっと手前からの話なんだよねという雰囲気を作りたいなっていう風に考えています。
　その意味では，最後の言葉ですけども，我々研究者の中の専門用語でポピュレーションアプローチとハイリスクアプローチという言葉がありまして，市民全体に投げかけて市民全体をちょっとずつ考え方を塗り替えていく，小さな行動変容を促していくというポピュレーションアプローチというものと，その中でもハイリスクの方っていうのもいらっしゃいますから，それは皆様の活動の目の前に入っていらっしゃる方かもしれないし，それこそ行政の方が一体的実施のような形で，実はこんなハイリスクの方のリストって持ってるんだよねということがあるかもしれません。もう1個は，柏市の臨床現場とかで専門職種の方々がアプローチしている，いわゆる患者さんたちっていう方がいらっしゃるわけですよね。そういう方々も，やっぱり患者さんの医療には乗ってますけど，地域資源の住民活動に少しでも乗ってもらえたいですし，住民活動に乗れはじめている方も必ず医療専門職種のレールにちゃんと乗ってもらいたいというか，繋がってほしいという。いわゆるポピュレーションアプローチとハイリスクアプローチは両方とも必要で，両方ともがぶつ切りではなく，何かこう，やりとりしてる感じというのは目指したいところかなということであります。
　長くなりましたけれども，フレイル活動は確かに専門職種の先生方，あと行政の専門の方がリストアップしたいということでやってますけれども，基本形は，やっぱり住民主体というか住民の方々が自分たちでもう一回り元気な地域を作りたいよねと，そのためにいきなり三段跳びはできないから，小さな一歩って何だろう，今まで培ってきたものって何だろうっていうところがおそらく原点なのかなっていうことで，それを行政の方とか専門職種が横から後ろから背中押しするという構図がフレイルの概念でもあり，また理想形かなと思っております。東京大学から新しいエビデンスをいくつか報告させていただき，またこの会においては，うちの大学はそういう役目かなと。柏からの新しい根拠っていうものをみんなで分かち合いながら，また，必要とあれば皆さんの活動にその情報を盛り込んでいただいて，それで多くの住民に伝えていただいて，ボトムアップのきっかけになればなと思っています。以上でございます。今日は参加させていただきましてありがとうございました。

（高橋座長）
　飯島先生，ありがとうございます。続きまして，柏市医師会副会長の古賀様よりお願いいたします。

（柏市医師会　古賀アドバイザー）
　柏市医師会の古賀です。よろしくお願いします。前回から連携して活動していきましょうということで，今回，様々な連携の実態を聞かせていただきまして，連携してみんなでやることってとっても大事だなと思いますし，やっぱり活動する方々がどんどん少なくなってくる，担い手不足という中で，みんなで協力することでそれも少しずつ解消できるのかなという風にお聞きしていました。前回からもお話していますけども，柏スタディとしてやっているフレイル予防と，私たちも中心となっている柏プロジェクトと，そこの連携もとても大事だなっていうのを前回もお話させていただいたんですけれども，今回小斎さんからの報告で，フレイルなんだけど，行ってみると脳梗塞した後だという人が家にいたりだとか，向こうの方からはいやいや，フレイルになっちゃった人はどう支えるのという話が出ましたが，そこって多分，このフレイル予防プロジェクトからまさに柏プロジェクトの疾患を持ったり，認知症なっても，ここで住み続けられる地域づくりをしましょうっていう，もうまさに柏プロジェクトそのものだと思いますので，お話を聞きながらいいヒントをもらったな，来年の研修ではぜひ地域の方に来ていただいて，みんなで地域の現状を知るような，専門職種の会なので，そういう風に皆さんに来ていただいて，また楽しい会ができるといいなと思います。またお声がけさせていただきたいなと思ってますのでよろしくお願いします。
　あとはその辺がやっぱり聞いていて，本当に繋いでいかなくちゃいけないのかなって思いますし，地域との繋がり，やっぱり在宅医療ってどうなのっていうところもあります。今回実際，僕たちもその顔の見える関係会議なんかで，高橋さん，社協さんに来ていただいたり，その辺はまたちょっと広がりを持ってやっていこうと思ってますし，またこういう予防プロジェクトも含めて連携して柏のまちづくりを進めていきたいなと思っておりますので，よろしくお願いいたします。

（高橋座長）
　古賀様，ありがとうございます。続きまして，柏市歯科医師会の高野様，お願いいたします。

（柏歯科医師会　高野アドバイザー）
　柏歯科医師会の高野です。よろしくお願いいたします。各グループを回らせていただきまして，活発な御意見を拝聴させていただきました。その中でワニＦｉｔですとかインスタといったデジタルツールのワードが出てきていたことが印象的でした。当歯科医師会でもＳＮＳを活用した啓発を考えてたりとかもしていますので，私自身も非常に有効な方法とは思っています。ですが，またやっぱりこれまでどおりの対面のイベントですとか，地元地域の横のつながり，連携っていうところで，そこが一番基本で一番大事なところなんだなっていうのを，皆さんの御意見を聞いて改めて感じました。
　また，食についてというワードもいくつかお聞きしまして，歯科医師会としても，今後さらオーラルフレイルについて啓発していかなければいけないと身の引き締まる思いをいたしました。本日はありがとうございました。大変勉強になりました。以上です。

（高橋座長）
　高野様，ありがとうございます。最後になりますけども，柏市薬剤師会の会長，齊藤様，よろしくお願いします。

（柏市薬剤師会　齊藤アドバイザー）
　薬剤師会の齊藤です。本日は皆さん御苦労様でした。活発な御意見を聞かせていただいて非常にありがたく思っております。その中で思ったことというか，私自身だけかもしれないんですが，こういうので利用できるというか，連携を取れる他の団体のことをよく知るっていうのは，まず大事なのではないかと思いました。活動内容とかもそうですけれども，あと面白かったのは，お金をいくら使える団体なのかとか，そういうので，じゃあここと連携しようとかいうことができるのは非常にいいなと思ったので，まずはそこら辺から入っていって，色んな団体があると思うんですね，実はこういう団体もあったというのが。なので，そういうところをまず知っていくのも大事かなと。
　あと，やっぱり人を発掘するってとても難しいというか，皆さん悩むところで，特に若者もそうですけれども，そういう人が例えば町会で１人出てくると一気に活動が活発化してるようなところもあるので，ぜひそういうところを真似るではないですけれども，情報的な共有とかをできるといいのかなと。そうなってくると，やっぱり最終的に行政さんのフォローってすごく大事だなと思いますので，そういうところのまとめとしてはこれからも尚一層頑張っていただきたいと思いました。以上です。

（高橋座長）
　齊藤様，ありがとうございました。改めましてアドバイザーの皆様には，貴重な御意見をいただきありがとうございました。委員の皆様には本日の会議の結果を基にですね，さらに団体同士の連携を進めていただきたいと考えております。以上もって，本日の議事は全て終了となります。
　最後に，皆様からお伝えしておきたいことがありましたら挙手をしていただければと思いますが，いかがでしょうか。

（北柏町会　小齋委員）
　北柏町会です。北柏って外国の方の割合が市の平均の倍ぐらいいるんですよ。５年前の国勢調査で３．６％，市は１．８％ちょっとなんですよね。それで，すごく外国人の問題が多いので，まさにここで話したコミュニティ，人と人との繋がりで，文化が違う人だとゴミ集積場のゴミの捨て方の問題があるとか，騒音の問題だとかがある中で，それを解消することを一つの目的として「きたかし黄昏マーケット」というイベントを今度の２月１４日のバレンタインデーにやります。世界と繋がるバレンタインデーというサブタイトルで，そういう外国の人と一緒に日本人も繋がるようなマーケットで外国の人とも一緒に繋がるゲームをやったりとかっていうことをやろうと思うので，北柏駅の南北自由通路建設のために空いた場所を有効に今後活用することも含めたイベント企画なので，よかったら遊びに来てくださいという宣伝です。２月１４日も北柏南口へお越しください。ありがとうございます。

（高橋座長）
　活動の周知，ありがとうございます。他に委員の方でお伝えしたいことがある方はいらっしゃいますでしょうか。ないようでありましたら，本日の会議を終了させていただきます。
　皆様にこうやって毎回フレイル予防についての活動の報告と，また，今年度からは各団体の連携を目指したりというところでは，町会内の助けあい・支えあいではないですけれども，各団体様が助けあい，支えあって，より一層のフレイル予防に努めていきたいと考えております。引き続き皆様，御協力，御支援の程よろしくお願いいたします。
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